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提出書類 【病院見学会＆就職説明会】

提出締切 　令和８年２月７日（日）　に開催いたします。

送 付 先
　　午前の部　9：00～11：30　/　午後の部　13：30～16：30

募集職種 【インターンシップ】

試験方法 　令和８年３月中旬　開催予定

試験日
　　　※詳細は、マイナビ看護学生の当院ページからご確認ください。

令和８年５月24日（日）

〒861-8520　熊本市東区長嶺南二丁目１番１号
　　　　　　　　  熊本赤十字病院　人事課

看護師、助産師

書類選考、小論文、面接試験

令和８年６月13日（土）

履歴書(様式指定)、成績証明書、卒業見込証明書

日本赤十字社職員給与要綱により支給
勤務時間

変則二交代制
 日勤：8:15～17:30, 8:30～18:45
 夜勤：18:30～8:30
 その他、遅出勤務あり同上（通勤方法、通勤距離により支給）

同上（上限28,500円）
卒後教育
研修制度

日本赤十字社幹部看護師研修センター・看護協会での管理者教育、認
定看護師教育課程受講、看護協会長期研修支援（実習指導者養成コー
ス・訪問看護師養成コース）、特定行為研修、国際救援のための語学研
修、ラダー別および各種テーマ別院内研修、大学院進学支援年２回

年１回 その他 職員食堂、職員宿舎、互助会等の福利厚生充実

 採用試験   (未定の場合、何月頃実施予定かを「予定」と明記の上、ご記入ください。)  その他  （病院見学会の予定、交通機関等）

<看護部長からのメッセージ>
　当院では、看護師はもとより他の職種においても、新人教育の充実に取り組んでいます。特に看護部では綿密に教育計画
を立て、入社１年後には実践者ラダーレベルⅠが取得できるよう成長支援をしています。新型コロナの影響により学習だけ
でなく生活行動が制限されたと思いますが、当院は平成25年度から「熊本日赤パートナーシップ制」を導入し看護師２名が
１組となり、パートナー同士が協力し、お互いの看護を学びあいながらケアを行う体制ですので新人看護師の皆さんは先輩
看護師と一緒に看護を始めますから安心して入社してください。
　急性期病院の当院では、重篤な救急入院患者さんが多く、入院期間が短いのが特徴ですが、患者さんの「尊厳を守る」た
めにむやみに身体拘束をしないことを目指しています。ブロック制を導入し、患者さんの近くに寄り添って看護を行う取り
組みも行っています。また、患者さんが安心して療養生活を続けられるよう地域の医療施設や社会福祉施設、訪問看護ス
テーションとの連携も深める取り組みも積極的に行っています。専門職として成長できる、キャリアアップができる病院だ
と自負しています。さらなる高みに向かい、若い皆さんのエネルギーと感性、創造力を待っています。

 施設概要
病 床 数：490床（一般病床）
診療科目：内科、腎臓内科、糖尿病内科、リウマチ科、血液・腫瘍内科、精神腫瘍科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器内
科、循環器内科、小児科、外科、呼吸器外科、整形外科、乳腺内分泌外科、脳神経外科、心臓血管外科、小児外科、形成外
科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、放射線科、麻酔科、放射線治療科、救急科、病
理診断科、歯科、歯科口腔外科（32診療科）
全職員数：1,685名（うち看護師721名、助産師37名、看護補助者64名、医師304名）（令和７年11月１日現在）

 採用条件  （給与・勤務時間・休日・休暇・福利厚生等）

大学卒257,100円（令和７年度実績） 休    暇 週休２日制（勤務割表による）

<理念、基本方針>
「人と社会のまさかの時に寄り添う病院」であり続けるため「人道・博愛・奉仕の実践  私たちは、患者・地域・職員に安
心と信頼の医療を届けます」を病院の理念とし「救急医療・高度医療・人材育成・地域連携・医療救援・魅力創出」の６つ
の基本方針を掲げています。昨年度より患者さんや地域、働く職員や病院そのものを含めて、病院に関わる「みんなが満足
できる病院」を重点項目としました。また、今年度は増加する外国人の患者さんにも満足していただけるような病院づくり
に取り組んでいます。看護部では赤十字看護師として「人間に対する尊厳と愛をもって、一人一人の患者さんを大切に個別
的で継続的な責任ある看護」ができる人づくり、組織づくりを目指しています。そのためには質の高いケアが提供できる
ジェネラリストの育成だけでなく、特定行為研修を開講したり、専門看護師や認定看護師等のスペシャリストの育成を行っ
たり、院内認定看護師育成や各領域での研修受講の支援を行うなど、専門的なアプローチができる看護師の育成にも力を入
れています。「安心・安全」で確かな知識と技術が提供できるような看護提供方式や教育体制、勤務体制を常に見直し、看
護業務の負担軽減にむけた看護DX導入もすすめています。
 日赤発祥の地である熊本の赤十字病院として救急看護や災害対応に強い看護師の育成、また地域で赤十字救急法や幼児安全
法、健康生活支援講習の普及ができる指導員育成も積極的に行っています。国際救援拠点病院としても国際活動に従事でき
る看護師の育成も頑張っており、現在、2カ国に派遣を行っています。赤十字の看護師として、専門職者としての成長を図
り、やりがいや喜びを感じながら楽しく働ける・働き続けられる職場づくりをみんなで努めています。

<看護体制>
・ブロック制＋熊本日赤パートナーシップ制
・変則二交替制勤務（14時間夜勤）
　腎センターは夜間・休日は待機制　手術センター、画像診断治療センターは待機制と一部、夜勤制を導入
<看護職として期待すること>
・専門職として自己研鑽を続けること　・他者を尊重して関わることができること（利他主義）
・リフレクションを通して「経験から学ぶ」姿勢を持つこと　・社会性とグローバルな視野を持つように努めること

令和7年11月現在

令和７年度病院概要

病 院 名 熊本赤十字病院 所 在 地
〒861-8520　熊本県熊本市東区長嶺南二丁目１番１号

TEL096-384-2111　　FAX096-384-3939

病 院 長 平田　稔彦 看護部長 村田　美和

 病院PR欄   （※ 病院PRのためご自由にお使いください）


